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いちご、だ～い好き



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   （特集）「いのち」を救うために

10ページ～ シリーズ

13ページ まちのわだい

1４ページ～ おおずニュース

16ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

２₈ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （大洲旬を愛する会）

税　　　別 ２月 ３月 ４月 ５月

市 県 民 税 ５期

固 定 資 産 税 １期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 ８期 ９期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

２月の納税など　納期限は 3月 2日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,311人　（－41）
　男　　22,046人　（－26）
　女　　24,265人　（－15）
世帯数　20,276世帯（－ 7 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　164件（155件）
　死者　    4人（  1  人） 
　負傷者　205人（188人）

picture 写真

（2014年12月末現在）

　昨年12月11日㈭に徳
田いちご園で行われ
た、肱北保育所いちご
狩り体験会と、26日㈮
に川本いちご園で行わ
れた、菅田保育所いち
ご狩り体験会を取材し
ました。
　体験会では、児童た
ちが、赤く色づいた大
きないちごを口いっぱ
いにほおばり、一足早
くいちご狩りを楽しん
でいました。

　

私
は
今
、
吹
奏
楽
部
に
所
属

し
、
サ
ッ
ク
ス
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
市
内
の
地
域
行
事

で
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
が
あ

る
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
医
療
保
育
士
に

な
る
こ
と
で
す
。
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
保
育
と
看
護
の
両
方
に
興

味
が
あ
り
、
医
療
保
育
科
の
あ

る
大
学
に
通
う
先
輩
の
話
を
聞

い
た
時
に
、「
私
の
仕
事
は
こ

れ
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
大
洲

農
業
高
校
の
食
品
デ
ザ
イ
ン
科

を
選
ん
だ
の
も
、２
年
次
に「
子

ど
も
の
発
達
と
教
育
」
と
い
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
択
で
き
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
去
年
の
夏

休
み
に
は
、
岡
山
県
の
大
学
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
、
実
際
に
現
場
を
見
て
さ
ら

に
夢
は
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

勉
強
や
部
活
動
に
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
で
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
り
、
夢
に
近
づ
け

る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
大洲北中学校 3 年（現：大洲農業高等学校 1 年）

　橋　本　春
はる

　菜
な

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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（特集）「いのち」を救うために

　倒れている人を見つけた時、あなたは何をしますか。そして、何ができますか。助けを求めること、
救急車を呼ぶこと、意識レベルを確認すること、胸骨圧迫（心臓マッサージ）をすることなどがあります。
　命をつなぐ行動をするために、私たちにできることを考えてみましょう。
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い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　

昨
年
の
広
報
大
洲
９
月
号
で
、
川
で

溺
れ
た
兄
弟
を
救
助
し
た
市
職
員
に
、

消
防
本
部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

私
た
ち
は
、
救
助
を
必
要
と
す
る
人
に

い
つ
遭
遇
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

心
停
止
状
態
で
倒
れ
た
人
を
助
け
る

た
め
に
は
、
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

も
し
、
倒
れ
た
人
に
な
に
も
救
命
処
置

を
し
な
け
れ
ば
、
助
か
る
可
能
性
が
５

～
６
分
間
の
経
過
で
10
数
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
下
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
胸
骨
圧
迫
な
ど
の
救
命
処
置
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
助
か
る
可
能
性
が

約
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
上
が
る
そ
う

で
す
。

　

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
︵
大

洲
消
防
署
︶
で
は
、
小
中
学
校
や
事
業

所
な
ど
で
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
救
命
講
習
で
は
、
胸
骨
圧
迫
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶
の
使

用
法
に
つ
い
て
、
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ

に
沿
っ
て
講
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
家
族
や
大
切
な
人
の

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
救
命
講

習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

大洲市高齢福祉課

主事　原　かほりさん

　今回、市役所で開催された救命講習を受講

しました。今回で、 3 回目の受講になります。

　私は、学生時代にボート部に所属していま

した。ボート競技では、転覆などにより水に

投げ出されることがあり、心停止のリスクが

高いため、定期的に講習を受けていました。

　受講する年により内容が少しずつ変化して

いますし、手順の確認のためにも、これから

も受講したいと思います。

心肺蘇生法の流れ

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

手順⑦

倒れている人の周りを確認
（安全・出血など）

反応があるか確認
　「大丈夫ですか」「分かりますか」など声
をかけながら肩をたたき、反応があるか確
認する。

119番通報・ＡＥＤの手配
　反応がないと判断したら、すぐに周りの
人を呼ぶ。119番通報とＡＥＤの手配をお
願いする。

呼吸の確認
　胸とおなかの動きを見て、呼吸をしてい
るかを確認。正常の呼吸でなければ胸骨圧
迫を開始する。

胸骨圧迫
　片方の手の手首に近い部分を胸骨に当
て、もう片方の手を重ねて組む。
　ひじを真っすぐに伸ばし、体全体で胸を
押す。 1 分間で100回以上の早さ、深さ 5
センチ以上の強さで、絶え間なく押し続け
る。（胸骨圧迫30回と人工呼吸 ２ 回が１セ
ット）

人工呼吸
　あごを軽く上げ、気道を確保する。鼻を
つまみ、口からゆっくりと息を吹き込む。

（嘔吐物などで人工呼吸が困難な場合には、
胸骨圧迫を優先する）

ＡＥＤの使用
　ＡＥＤが到着したら、電源を入れる。（体
がぬれていたら拭く。貼り薬などは剥がす）
音声ガイドの指示に従う。（パッドは心臓
を挟むように貼る。基本は右胸と左脇腹）
　電気ショックのスイッチを押す。この時

「みんな離れて」と指示し、倒れている人
に触れない。電気ショック後は直ちに胸骨
圧迫を再開する。（パッドは剥がさない）

※症状が回復しない場合は、手順⑤から⑦を繰り返す
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医
療
従
事
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

医
療
従
事
者
は
、
一
般
の
人
よ
り
も

心
停
止
状
態
に
な
っ
た
人
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
遭
遇
し
た
場

合
に
、
い
か
に
早
く
適
切
な
行
動
・
治

療
が
行
え
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
従
事
者
の
た
め
の

蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
講
習
会
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
」
と
は
、I

イ
ミ
デ
ィ
ッ
ト

m
m
ediate 

C

カ
ー
デ
ィ
ク

ardiac L

ラ
イ
フ

ife S

サ

ポ

ー

ト

upport

の
頭
文
字
を

取
っ
た
略
語
で
す
。
突
然
の
心
停
止
者

に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
医
療
従
事
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
学

習
目
標
に
、
実
技
実
習
を
中
心
に
行
わ

れ
る
講
習
会
で
す
。

　

心
停
止
は
、
医
療
機
関
の
ど
の
部
署

に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
、
い

っ
た
ん
発
生
し
て
し
ま
え
ば
蘇
生
を
開

始
す
る
の
に
少
し
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ

ん
。
心
停
止
直
後
の
処
置
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
医
療
者
が
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

参
加
し
、
全
力
で
蘇
生
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
突
然
の
心
停
止
に
対

し
て
、
最
初
の
10
分
間
の
適
切
な
チ
ー

ム
蘇
生
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

心
停
止
を
迅
速
に
認
識
す
る
こ
と
、
認

識
し
た
ら
直
ち
に
質
の
高
い
心
肺
蘇
生

を
行
う
こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
除
細

動
器
の
安
全
な
操
作
が
で
き
る
こ
と
、

気
道
が
確
実
に
確
保
で
き
て
い
る
か
を

判
断
で
き
る
こ
と
な
ど
の
行
動
目
標
の

達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
市
立
大
洲
病
院
で
毎
年

講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
11
月
23
日
㈰
に
、
看
護
師
11
人
、
救

急
救
命
士
１
人
の
合
計
12
人
が
参
加

し
、
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

喜多医師会病院

看護師　竹本　由
ゆ

美
み

さん

　今回のＩＣＬＳ講習会に参加して、自分の対応には、
まだまだ不十分な点があることを実感しました。
　勤務中に心停止の患者に遭遇し、対応したことがあ
ります。その時は数人で対応したので、一連の流れに
ついて全てを把握しきれていませんでした。
　今回の講習では、全体の流れや基本的なことから専
門的なことまで指導してもらえたので、これからの仕
事に生かしたいと思います。また、病院内では指導者
としても頑張りたいと思います。

愛媛県立中央病院
高度救命救急センター
救急科部長

小田原一
かず

哉
や

さん

　意識がなく倒れている人を発見した場合には、決し

て一人で対処しないことです。一人で行うには限界が

ありますので、必ず大きな声で助けを呼びチームで対

応することが大切です。

　みなさん勘違いしていることが多いのですが、心停

止に対してＡＥＤがあれば何とかなると思っています。

しかし、きちんと胸骨圧迫をしてからＡＥＤの処置を

しなければ、命を救うリレーをつなぐことができませ

ん。胸骨圧迫は深さ 5 ㎝の強さで、少なくとも 1 分間

に100回押すという基本を守ってほしいと思います。

　普段から心停止者に遭遇したことをシミュレーショ

ンしていなければ、いざという時に体が動きません。

特に医療関係者は、一般の人よりも遭遇する機会が多

いはずです。日ごろから緊急時のシミュレーションを

大切にしてほしいと思います。
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ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
５
年
前
か
ら

災
害
時
に
備
え
て
病
院
の
全
職
種
に
よ

る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
、
大
洲
消
防
署

の
協
力
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
選
別
を
意
味
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
の
ト
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
語

源
と
さ
れ
、
限
ら
れ
た
人
的
・
物
的
資

源
の
な
か
で
、
最
大
多
数
の
傷
病
者
に

最
善
の
医
療
を
実
施
す
る
た
め
、
傷
病

者
の
緊
急
度
と
重
症
度
に
よ
り
治
療
優

先
度
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。
救
命
の

可
能
性
の
高
い
傷
病
者
を
優
先
し
て
搬

送
し
て
い
く
こ
と
が
、
初
期
災
害
医
療

の
現
場
で
は
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
判
定
基
準
を

で
き
る
だ
け
客
観
的
か
つ
簡
素
に
し

た
判
断
方
法
︵S

シ
ン
プ
ル

im
ple T

ト
リ
ア
ー
ジ

riage a

ア
ン
ド

nd 
R

ラ
ピ
ッ
ド

apid T

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

reatm
ent 

：
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

法
︶
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
で
は
、
短
時
間
で
い
か

に
傷
病
者
か
ら
必
要
な
情
報
や
病
状
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
法
チ
ャ

ー
ト
︵
図
１
︶
に
従
い
、
今
す
ぐ
治
療

や
搬
送
の
必
要
が
な
い
︵
緑
色
：
Ⅲ
︶・

今
す
ぐ
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状
態
で

は
な
い
が
、
早
期
に
処
置
が
必
要
︵
黄

色
：
Ⅱ
︶・
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状

態
で
一
刻
も
早
い
処
置
が
必
要
︵
赤

色
：
Ⅰ
︶・
死
亡
ま
た
は
生
命
兆
候
が

な
く
救
命
の
見
込
み
が
な
い
︵
黒
色
：

START法チャート（図１）

いいえ

なし

あり

１分間に10～29回

触知あり・ 1 分間に120回未満

あり

黄：Ⅱ

※橈骨動脈触知…手首の脈を触れて感知すること

赤：Ⅰ
1 分間に 9 回以下もしくは 1 分間に30回以上

赤：Ⅰ
触知なし・ 1 分間に120回以上

赤：Ⅰ
なし

歩行可能 緑：Ⅲ
はい

呼　吸 黒：０

呼吸数

橈骨動脈
触知（※）・脈拍数

意識：命令反応

呼吸出現

呼吸なし

赤：Ⅰ

（㈱荘道社「トリアージ －その意義と実際－」を参考に作成）

とうこつ

気道確保

０
︶
の
４
段
階
に
分
類
し
ま
す
。
ト
リ

ア
ー
ジ
実
施
時
に
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
・

タ
ッ
グ
︵
下
記
写
真
︶
に
氏
名
・
住
所
・

症
状
傷
病
名
な
ど
を
記
入
し
、
状
態
に

応
じ
た
色
の
部
分
を
残
し
傷
病
者
の
右

手
首
に
取
り
付
け
ま
す
。
こ
の
ト
リ
ア

ー
ジ
・
タ
ッ
グ
が
、
災
害
時
に
は
カ
ル

テ
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
訓
練
で
は
、
初
め
て
市
内

の
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
も

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
訓

練
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
自
分
の
勤

務
す
る
医
療
機
関
で
も
こ
の
よ
う
な
訓

練
を
実
施
し
て
、
実
際
の
災
害
発
生
に

備
え
た
い
と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
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集
団
災
害
訓
練

　

昨
年
12
月
に
は
、
市
立
大
洲
病
院
と

大
洲
消
防
署
、
大
洲
市
消
防
団
肱
南
分

団
、
女
性
分
団
が
合
同
で
、
初
め
て
の

集
団
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
あ
る
施
設
の
裏
山

が
崩
れ
多
く
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
近
く
に
は
、
消
防
署
に
よ
り
対

策
本
部
と
エ
ア
ー
テ
ン
ト
が
設
営
さ

れ
、
そ
こ
で
救
助
し
た
負
傷
者
の
一
次

ト
リ
ア
ー
ジ
が
実
施
さ
れ
搬
送
す
る
医

療
機
関
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

救
急
車
に
見
立
て
た
消
防
車
両
で
負
傷

者
を
医
療
機
関
に
搬
送
し
、
受
け
入
れ

医
療
機
関
と
な
っ
た
病
院
前
で
は
、
二

次
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
傷
病
の
程

度
に
応
じ
た
エ
リ
ア
に
手
際
よ
く
負
傷

者
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
災
害
現
場
を
想
定
し
た
訓
練

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の

訓
練
よ
り
も
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
問
題
点
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
が
反
省
し
、
今
後
も
繰
り
返
し
訓
練

を
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
的
確
な
対
応
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

女性消防団員

梅木美
み ゆ き

由紀さん

　

今
回
行
わ
れ
た
集
団
災
害
訓
練

に
、
女
性
分
団
の
一
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
緑
タ
グ
エ

リ
ア
の
受
け
持
ち
で
し
た
が
、
ト

リ
ア
ー
ジ
さ
れ
た
人
と
さ
れ
て
い

な
い
人
が
混
在
し
て
い
て
、
慌
て

て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
か
ら
落
ち

着
い
て
考
え
る
と
、
ト
リ
ア
ー
ジ

さ
れ
て
い
な
い
人
が
い
た
場
合
、

ト
リ
ア
ー
ジ
依
頼
を
す
れ
ば
よ
か

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
に
は
全
く
思
い
浮
か

び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
の
災
害
現
場
で
は
、
訓
練

の
何
倍
も
慌
て
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
訓
練
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
参
加
し
て
、
実
際
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
現

場
で
慌
て
る
こ
と
な
く
任
務
が
遂

行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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大
洲
市
の
災
害
医
療
体
制

大
規
模
災
害
時
の
救
命
医
療

　

大
洲
市
で
は
、
平
成
18
年
に
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
災
害
発

生
時
は
、
早
期
に
広
域
的
医
療
活
動
を

実
施
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

計
画
書
で
は
、
市
内
の
７
医
療
機
関

に
、
９
医
療
救
護
班
が
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
医
療
救
護
班
は
、
医
師
１

人
・
保
健
師
、
看
護
師
３
人
・
薬
剤
師

１
人
・
自
動
車
運
転
手
を
含
む
事
務
職

員
２
人
で
編
成
し
、
救
護
所
に
お
い
て

傷
病
者
へ
の
応
急
手
当
や
処
置
な
ど
の

医
療
救
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
護
所
な
ど
に
配
置
さ
れ

た
医
療
救
護
班
で
は
、
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
重
傷
者
や
中
等
症
者
が
発

生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
救
護
病
院
ま
た
は
救
護
診

療
所
、
さ
ら
に
二
次
医
療
圏
ご
と
に
指

定
し
て
い
る
災
害
拠
点
病
院
︵
市
立
八

幡
浜
総
合
病
院
︶、
県
に
１
カ
所
だ
け

あ
る
災
害
基
幹
拠
点
病
院
︵
県
立
中
央

病
院
︶
へ
、
大
洲
地
区
広
域
消
防
本
部

と
連
携
し
搬
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

災
害
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然

災
害
と
交
通
事
故
や
爆
発
事
故
な
ど
の

人
的
災
害
が
あ
り
、
災
害
発
見
時
に

は
、
医
療
能
力
を
超
え
た
数
の
医
療
対

象
者
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
の
救
急
医
療
体
制
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
時
に
現
場
に
急
行
す
る
の

が
、D

デ
ィ
ザ
ス
タ
ー

isaster M

メ
デ
ィ
カ
ル

edical A

ア
シ
ス
タ
ン
ス

ssistance 
T

チ
ー
ム

eam

︵
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
︶
の

頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
と
呼

ば
れ
る
医
療
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
チ
ー

ム
は
、医
師
・
看
護
師
・
業
務
調
達
員︵
救

命
救
急
士
、
薬
剤
師
、
技
師
、
事
務
員

な
ど
︶
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
は
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
、
日

本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
平
成
17
年
に
厚
生
労

働
省
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、

都
道
府
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
平
成
16
年
に

東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
発
足
し
、
そ
の
後
全

国
の
道
府
県
で
配
備
が
進
め
ら
れ
て
い

て
、
愛
媛
県
内
に
も
８
つ
の
医
療
機
関

に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
初
め
て
出
動
し
た
の

は
、
平
成
16
年
に
新
潟
県
で
発
生
し
た

中
越
地
震
の
時
で
す
。
平
成
17
年
の
Ｊ

Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
時
に
は
、
初

め
て
事
故
現
場
に
出
動
し
ま
し
た
。
平

成
20
年
に
は
、
秋
葉
原
通
り
魔
事
件
の

時
に
、
殺
人
事
件
で
初
の
出
動
を
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
広
島
市
の
土
砂

災
害
、
御
嶽
山
噴
火
災
害
で
出
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
国
内
に
あ
る
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
２
倍
の
チ
ー
ム
が
必
要
に
な

る
と
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
国
立
病

院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研

究
グ
ル
ー
プ
の
推
計
で
は
、
病
院
へ
の

支
援
と
被
災
地
外
へ
傷
病
者
を
搬
送
す

る
１
２
８
５
チ
ー
ム
が
必
要
に
な
り
、

12
時
間
交
代
の
体
制
を
と
る
た
め
に

は
、
２
５
７
０
チ
ー
ム
が
最
低
で
も
必

要
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現

在
、
国
内
に
は
１
３
２
３
チ
ー
ム
し
か

な
く
、
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
く
と
同

時
に
、
効
果
的
に
配
置
を
す
る
仕
組
み

作
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
土
砂
災
害
に
派
遣
さ
れ

た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
統
括
責
任
者
を
務
め
た

医
師
か
ら
、「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
本
来
の
機
能

を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
地

震
災
害
と
土
石
流
災
害
で
、
対
応
で
き

る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
差
が
あ
り

す
ぎ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
」
と
の
談
話

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大洲市内の医療救護班

災害基幹拠点病院

災害拠点病院（八幡浜・大洲二次医療圏）

三次救急医療施設

医療機関名 救護班数
市 立 大 洲 病 院 1
河 辺 診 療 所 1
平 成 病 院 1
大 洲 中 央 病 院 ２
喜 多 医 師 会 病 院 ２
大 洲 記 念 病 院 1
石 村 病 院 1

医療機関名 所　在　地
県 立 中 央 病 院 松　山　市

医療機関名 所　在　地
市 立 八 幡 浜 総 合 病 院 八幡浜市

医療機関名 所　在　地
東 予 救 命 救 急 セ ン タ ー

（県立新居浜病院） 新居浜市

県立中央病院高度救命救急センター 松　山　市
南 予 救 命 救 急 セ ン タ ー

（市立宇和島病院） 宇和島市

愛 媛 大 学 医 学 部 附 属 病 院 東　温　市
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
今
後

30
年
以
内
に
60
％
以
上
と
い
う
高

い
確
率
で
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
巨
大
地
震
発
災
直
後

を
、
い
か
に
生
き
抜
く
か
が
大
き
な

問
題
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波

被
害
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
か
、

大
洲
市
内
で
は
八
幡
浜
市
な
ど
と

比
較
し
て
、
津
波
が
比
較
的
軽
度
と

予
想
さ
れ
て
い
て
市
民
の
間
に
も

危
機
感
が
乏
し
い
印
象
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
強
震
動
に
よ
る
影
響

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
の
建
物

倒
壊
や
火
災
に
よ
る
被
害
状
況
を

思
い
出
す
べ
き
で
す
。

　

地
震
発
生
時
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
喚
起
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
揺
れ
て
い
る
間

に
は
、
多
く
の
人
が
何
も
で
き
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
の

防
災
へ
の
意
識
づ
け
や
防
災
対
策
の

取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。
今

は
、
防
災
関
連
の
情
報
や
書
籍
、
グ

ッ
ズ
な
ど
は
容
易
に
入
手
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
段
の
生
活
か
ら
自
身
の
健

康
維
持
と
体
力
の
向
上
を
図
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
や

救
助
活
動
に
お
い
て
、
頼
れ
る
も
の
は

自
分
の
体
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

場
合
、
食
糧
、
衛
生
、
住
居
環
境
な
ど

の
変
化
に
よ
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
く

な
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の
体
調
管
理

が
重
要
で
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
広
範
囲
に
多
数

の
傷
病
者
、
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
な
ど

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
防
署
に

よ
る
消
火
活
動
や
救
出
・
救
助
活
動
、

傷
病
者
搬
送
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

し
、
市
内
の
医
療
機
関
の
対
応
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
住

民
に
よ
る
救
出
・
救
助
、
消
火
活
動
が

不
可
欠
で
す
。
事
実
、
阪
神
淡
路
大
震

災
時
に
は
、
お
よ
そ
３
万
５
千
人
が
倒

壊
家
屋
や
が
れ
き
な
ど
に
閉
じ
込
め
ら

れ
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ
り
救

助
さ
れ
た
人
は
２
割
程
度
で
、
約
８
割

の
人
は
近
隣
者
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
住
民
に

よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処
置
が

極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
、
隊
数
に
限
り
が
あ
り
、
滞
在
期

間
も
通
常
１
隊
あ
た
り
２
日
間
か
ら

最
大
で
１
週
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
極
め
て
広
範
囲
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、
大
洲
市
に
派

遣
さ
れ
る
か
ど
う
か
不
明
で
す
。

　

ま
た
、
大
洲
市
で
計
画
さ
れ
て
い

る
、
市
内
各
病
院
で
編
成
さ
れ
る
医

療
救
護
班
も
、
被
災
当
初
は
自
院
に

お
け
る
災
害
医
療
活
動
で
手
い
っ

ぱ
い
に
な
る
た
め
、
救
護
所
へ
の
派

遣
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
災
害
医
療

対
策
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
病
院
内
に

お
け
る
災
害
時
医
療
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
て
い
て
、
近

隣
病
院
に
お
い
て
も
準
備
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
参
加
・
見
学
者
を

お
招
き
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
現
時
点
で

は
あ
く
ま
で
病
院
内
で
の
対
応
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
想
定
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
後
は
消
防

本
部
や
地
域
の
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
連
携
し
、
ト
リ
ア
ー
ジ

や
応
急
処
置
、
搬
送
訓
練
な
ど
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

自
助
、
共
助
、
公
助
の
精
神
に
基
づ

い
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
掛
け

と
具
体
的
な
準
備
が
重
要
で
す
。

八幡浜・大洲圏域
公立病院災害医療コーディネータ

李　　俊
とし

　尚
ひさ

　先生

（市立大洲病院　外科部長）

　

最
近
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
大
学
生
に
地
震
や
津
波
、
豪
雨
な
ど

の
災
害
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
人
材

を
育
て
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
大
学
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
災
害

リ
ス
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
、

人
の
命
に
か
か
わ
る
現
場
に
遭
遇
す
る

こ
と
は
、
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
遭
遇
し
た
場
合
に
落
ち
着
い
て
、

適
切
な
行
動
が
で
き
る
か
は
、
そ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
に
よ
り
ま
す
。
定
期

的
に
講
習
会
に
参
加
し
、
も
し
も
の
時

に
備
え
て
自
分
に
で
き
る
技
術
や
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
に
遭
遇
し
た
場

合
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
次
に
、
自
分
の
周

り
で
被
害
に
遭
っ
た
人
が
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
人
の
命
を
助
け
る
行
動
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
今
の
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
、
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
に
。

い
の
ち
を
守
る
行
動
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